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未来の健康社会に向けたモノづくり
Implantable sensors for next-generation healthcare system 

健康・医療・環境分野で、将
来必要とされているデバイ
スとして、常時健康管理の
ための体内埋め込みデバイ
ス、超高感度オンサイト予
防・診断デバイス、環境改善
および保全のためのオンサ
イト環境制御デバイス、環境
エネルギー有効活用のため
のエネルギーハーベスティ
ングデバイスなどが重要視
されている。

これらのデバイス開発に

は、高感度、高効率、生体・
環境適合などの機能や機構
を実現するプロセスが必要
とされている。これらのプロ
セスにはマイクロ・ナノ加工
技術（MEMS技術）が欠か

せないが、加えて、従来のシ
リコンを中心とする無機材料
の加工に加え、生体分子、
細胞、組織、微生物や合成
有機分子などのバイオや有
機材料の持つ特異的な機能
を活かす融合プロセスの研
究開発が不可欠である。と
ころが、DNA やタンパク質、

細胞などは、ネジや歯車の
ような規格化された機械要
素とはかけ離れた材料であ
る。我々は、これらの生体材
料をマイクロ流体技術を利
用して規格化し、工学者が
モノづくりの感覚で、安定し
て、再現性よくデバイス中で
利用できるようなプロセス技
術について研究している。

血糖値に応じて輝度を変化させるハイドロゲルセンサーを微細加工し、マウスの耳の皮下に埋
め込むと、体内の血糖値変化を体外から継続してモニタリングすることができる。将来、24時間
連続して、無意識のうちに血糖値管理をおこなう技術への展開が期待できる。


